
１
　
子
育
て
支
援
の
取
組
み
強
化
を

①
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
前
に
、
保
育
士
の

処
遇
改
善
、
待
機
児
童
対
策
、
認
可
外
保
育
所
の

指
導
監
督
を
。

②
子
供
の
貧
困
対
策
計
画
の
市
町
村
策
定
促
進
を
。

③
４
月
に
北
上
市
で
起
き
た
男
児
死
亡
事
案
を
受
け
、

児
童
相
談
所
と
市
町
村
の
体
制
充
実
に
よ
る
児
童

虐
待
対
応
を
。

２
　
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

　
　
　
強
制
不
妊
手
術
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
等
に
強
制
的
な
不
妊
手
術
が
行
わ
れ
、
本

県
で
も
３
６
２
人
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
当
事
者

へ
の
支
援
を
。

３
　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
増
で
利
用
抑
制
の

影
響
は
。

②
職
員
不
足
に
よ
る
介
護
事
業
所
の
休
廃
止
は
１
１
７

　
ヵ
所
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
更
な
る
職
員
の
処

遇
改
善
を
。

４
　
雇
用
労
働
環
境
に
つ
い
て

①
新
卒
者
の
県
内
就
職
支
援
策
を
。

②
県
南
地
区
の
人
材
確
保
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

③
労
働
環
境
の
底
上
げ
に
経
営
者
団
体
へ
の
意
識
啓

発
を
。

５
　
県
職
員
の
人
材
確
保
と

　
　
　
労
働
環
境
の
改
善
を

①
県
職
員
の
欠
員
解
消
と
専
門
職
の
人
材
確
保
を
。

②
県
立
病
院
が
労
基
署
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
た
が
、

早
急
に
改
善
を
。

③
知
事
部
局
の
職
員
は
、
６
人
に
１
人
が
臨
時
非
常

勤
で
あ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
の
取

り
組
み
姿
勢
は
。

６
　
道
路
整
備
を

①
国
道
４
号
の
北
上
〜
花
巻
間
の
拡
幅
整
備
促
進
を
。

②
花
巻
パ
ー
キ
ン
グ
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
設

置
支
援
を
。

③
北
上
か
ら
江
刺
田
瀬
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
高
規
格
な

道
路
の
整
備
を
。

　
昨
年
は
自
然
災
害
が
多
く
、

「
災
」
が
世
相
を
表
す
漢
字
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
政
治
や

社
会
の
「
災
」
は
安
倍
政
権
で

は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
、
強
行

採
決
が
続
き
、
い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
政
治
な
の

か
憤
慨
の
年
で
し
た
。

　
働
き
方
改
革
法
で
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
と
も
言
わ

れ
る
高
プ
ロ
制
の
導
入
。
出
入
国
管
理
法
改
正
で

は
、
低
賃
金
・
無
権
利
状
態
の
外
国
人
技
能
実
習

制
度
を
放
置
し
た
ま
ま
拙
速
に
ゴ
リ
押
し
。ま
た
、

水
道
法
改
正
で
民
間
参
入
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
水

質
や
料
金
は
大
丈
夫
な
の
か
、
再
公
営
化
の
外
国

の
例
を
精
査
す
べ
き
と
い
う
声
も
無
視
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
更
に
は
10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
む
け
、

商
品
券
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
公
共
事
業
増
な
ど

の
バ
ラ
マ
キ
予
算
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
保

障
の
充
実
と
財
政
再
建
の
目
的
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
・
・
・
。

　
今
年
は
、
参
院
選
と
統
一
地
方
選
挙
で
す
。

憲
法
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
地
方

か
ら
求
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
私
も
野
党
共

闘
の
立
場
で
働
く
者
・
生
活
者
の
声
を
県
政
に

届
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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岩手県議会議員 佐藤ケイ子

ご意見・ご要望等をお聞かせください。今後の政策づくりに生かしてまいります。

平和で明るい社会を子どもたちへ・・・

№７　２０１９年（平成 31年）１月

お席の準備の都合上、参加連絡をお願いします。
連絡先（事務所）  ℡　０１９７－７２－７５４８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　０１９７－７２－７５４９

皆さまのご参加をお待ちしております

と　き：平成31年 2月17日（日）午後5時
ところ：ホテルシティプラザ北上
日　程：午後4時～ 後援会総会
　　　　午後5時～ 県政報告会＆新春のつどい
会　費：3,000円

県政報告会＆
「新春のつどい」のご案内

謹 

賀 

新 

年

〜 

変
え
る
べ
き
は

　
　「
憲
法
」
で
は
な
く
「
政
治
」
〜

２
０
１
９
年
１
月

【ゲスト】
 達増拓也岩手県知事
 木戸口英司参議院議員

県
議
会
で
こ
ん
な

  

一
般
質
問
を
し
ま
し
た

（
平
30
年
6
月
議
会
）



■
９
月
21
日
　

　
学
童
保
育
協
の
請
願
書
提
出

　
岩
手
県
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
の
役
員
の
方
々
が
、１
万
６
１

４
筆
の
署
名
を
持
参
し
佐
々
木

順
一
県
議
会
議
長
に
、「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置
基
準

の
堅
持
を
求
め
る
請
願
」を
提
出

し
ま
し
た
。

　
事
前
に
、
各
会
派
を
回
っ
て

紹
介
議
員
の
署
名
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
ど
の
会
派
も
紹
介
議
員
に
署
名
し
て
く

だ
さ
り
、
連
絡
調
整
の
役
割
が
果
た
せ
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
の
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
で
審
議
さ

れ
可
決
、
10
月
１
日
の
本
会
議
で
も
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
政
府
は
、
現
在
１
カ
所
に
つ
き
２
人
以

上
の
職
員
配
置
の
義
務
付
け
を
１
人
に
変
更
可
能

と
す
る
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。児
童
の
安
全
等

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

■
県
政
報
告
会
を
各
地
で
開
催

　
２
０
１
８
年
は
、
北
上
市

内
と
西
和
賀
町
で
11
回
の
県

政
報
告
会
を
開
催
し
、
後
援

会
支
部
の
結
成
は
14
ヵ
所
と

な
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
医
療
や
介
護
の
心
配
の

声
、
県
立
病
院
の
充
実
や
道

路
整
備
の
要
望
、
鳥
獣
被
害

の
状
況
な
ど
様
々
な
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
の
国
会
運
営
へ
の
批
判
や
、
官

僚
の
忖
度
と
不
正
を
誘
導
し
て
い
る
官
邸
へ
の
不

満
も
た
び
た
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
11
月
７
日
〜
10
日
　
台
湾
訪
問

　
岩
手
県
議
会
台
湾
友

好
議
員
連
盟
の
研
修

で
、台
北
市
、台
中
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。今
回

の
目
的
は
、
８
月
か
ら

花
巻
〜
台
湾
便
の
定
期

就
航
に
ご
尽
力
を
頂
い

た
旅
行
社
、
立
法
院
院

長
（
国
会
議
長
）、
台
湾

日
本
関
係
協
会
、
台
中

市
政
府
に
感
謝
を
伝

え
、
更
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
も
の
で
し
た
。

　
特
に
立
法
院
院
長
の
晩
餐
会
で
は
歓
待
を
受
け

恐
縮
し
ま
し
た
。日
本
の
国
会
議
員
と
は
よ
く
懇
談

を
す
る
が
、
県
議
会
レ
ベ
ル
で
は
初
め
て
の
事
と
言

わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
、
岩
手
県
知
事
や
担
当
職

員
の
熱
心
な
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
現
地
に
行
っ

て
知
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
台
湾
人
が
親
日
的
な
の
は
、
新
渡
戸
稲
造
や
後

藤
新
平
が
台
湾
の
開
発
に
尽
力
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
大
震
災
で
も
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
花
巻
〜
台
湾
便
の
搭
乗
率
は
、
好
調
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
今
後
、
双
方
の
利
用
拡
大
に
は
多
く

の
課
題
も
あ
り
、
岩
手
県
の
魅
力
発
信
の
重
要
性
も

再
認
識
し
ま
し
た
。

■
12
月
18
日
　
女
性
議
員
と
の

　
意
見
交
換
会（
八
幡
平
市
）

　「
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て
中
の
マ

マ
さ
ん
６
人
と
女
性
県
議
７
人
が
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　
妊
娠
中
の
マ
タ
ハ
ラ

や
、
育
児
休
業
中
の
無

収
入
の
経
験
談
が
出
さ

れ
た
ほ
か
、
近
く
に
小

児
科
や
産
婦
人
科
が
無

く
盛
岡
ま
で
の
通
院
が

大
変
な
事
な
ど
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
家
族
の
協
力

を
得
て
、
仕
事
と
子
育

て
を
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
が
、
両
立
に
は
古
く

て
新
し
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
子
育
て
支
援

の
施
策
と
意
識
啓
発
を
図
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。

■
12
月
16
日
　
い
わ
て
三
陸

　
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム（
盛
岡
市
）

　
今
回
の
復
興
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
宮
古
市
と
盛
岡
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
未
来
へ
の
伝

承
」
で
、
民
俗
学
者
の
講
演

が
あ
り
、
昔
の
津
波
被
害
が

石
碑
等
で
残
さ
れ
て
い
る

の
に
、
教
訓
が
生
か
さ
れ
た

所
と
犠
牲
が
出
た
所
の
違

い
が
紹
介
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の「
伝
承
・
発
信
」

の
重
要
性
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、二
重
ロ
ー
ン
問
題
、再
建
支
援
金
、グ
ル
ー

プ
補
助
金
、
未
相
続
土
地
問
題…

…

等
、
岩
手
県
が

国
の
制
度
変
更
を
要
望
し
、
新
制
度
を
創
設
し
た
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
震
災
応
援
職
員
の
方
々
の
発
表

で
は
、岩
手
県
は
景
色
の
良
い
所
、

美
味
し
い
も
の
、
人
間
性…

…

魅

力
満
載
な
の
に
、
知
ら
な
い
県
民

が
多
く
残
念
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。ま
た
、復
興
の
役

に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る

と
お
話
し
し
て
く
れ
、
こ
ち
ら
が

感
謝
の
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

■
10
月
22
日
〜
29
日
・
11
月
27
日

　
防
災
士
養
成
研
修

　
岩
手
県
議
会
消
防
防
災
議
員
連
盟
は
、
地
域
防
災

力
向
上
や
防
災
施
策
の
提
言
を
目
的
に
、
防
災
士
資

格
取
得
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。事
前
学
習

レ
ボ
ー
ト
と
２
日
間
の
講
義
、
救
命
講
習
を
受
け
試

験
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
が
全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
平
時
か

ら
防
災
意
識
の
啓
発
、
共
助
と
協
働
の
防
災
訓
練
の

必
要
性
と
と
も
に
、
ま
ず
自
ら
の
命
を
守
ら
な
け
れ

ば
他
人
を
助
け
る
事
は
出
来
な
い
と
自
覚
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

決算特別委員会(10月４日～10月12日)

　決算特別委員会は、約２週間にわたり午前 10 時～午後７時
頃まで審査が行われました。質疑では、復興事業の検証、企業
誘致の成果と課題、新総合計画への各種施策の反映を求める発
言が続きましたが、全会一致で決算が認定されました。

佐藤ケイ子の質疑は、
①保育の状況、②介護人材確保、③民生児童委員の処遇、④県立
病院職員の処遇と決算、④女性活躍支援の取組み、⑤県産品輸出

拡大の状況、⑥働き方
改革運動の推進、⑦妊
娠生徒への学業継続支
援、⑨農畜産物のブラ
ンド化推進について取
り上げ、来年度の体制
強化を求めました。

ケイ子の 東奔西走日記ケイ子の 東奔西走日記

県債残高（借金）と実質公債費比率について
　平成 29 年度末の県債残高は 1 兆 2,826 億円（前年度比△
300 億円）、実質公債費比率は 18.2%（前年度 19.5%）と改善
されており、平成 30 年度までには 18％を下回り、2 年前倒し
で適正化計画を達成する見通しがついた。
　多額の借金の要因は、平成7年～平成15年頃（増田知事時代）
まで県立大学、新幹線盛岡以北の地元負担、アイーナ、県立美術
館や農林水産の各研究センターなどの整備が影響しており、実質
公債費比率（3か年平均）は、イエローマークの18％を超えていた。
そのため「公債費負担適正化計画」（平 25～平 32）を策定し改
善に取り組み、成果が見え始めている。

歳　　　入
歳　　　出
差　引　額
翌年度に繰り
越すべき財源

実質収支額
単年度収支額

1兆 1452億円
1兆　287億円

1164億円
946億円
218億円
△35億円

△533億円
△227億円
△306億円
△331億円
24億円

△4.7％
△2.2％
△26.3%
△35.0%
△11.4％

1兆 918億円
1兆　60億円

858億円
615億円
243億円
24億円

平成29年度 一般会計決算の状況平成29年度 一般会計決算の状況
29年度 28年度 増　　減

県議会一般質問
傍聴ツアー

参  加  費：１,5００円（バス代）
日程等は後日お知らせします。

２月議会で一般質問の機会を頂き
ました。登壇は２月25日頃の予
定ですが未確定です。
詳細が決まり次第、後援会支部に
連絡しますので、是非議会傍聴にご
参加下さいますようお願いします。


